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Ⅰ 保険業における公的規制：従来

• 主権国家として、各国政府が国内で望ましい
公的規制・規制緩和を実施

• 経済的規制（価格規制、参入規制）：原則撤
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• 経済的規制（価格規制、参入規制）：原則撤
廃

• 社会的規制（安全、健康、環境に係わる規
制）：強化の方向へ



Ⅱ 保険事業者の活動範囲の拡大：
背景

• グローバル化

世界的な規模・範囲で活動

新興国（中国、インド、ブラジル・・・）市場に進出

世界保険市場の寡占化
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世界保険市場の寡占化

• 業務の多様化

保険以外のビジネスを展開

＝「総合金融サービス業へ」



Ⅲ 世界金融危機と保険業規制の国
際的協調

• 保険事業者のグローバル化→公的規制の共
通言語が必要に
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• 世界金融危機→金融安定理事会（FSB)がグ

ローバルな金融機関を特定し、監督強化と新
たな規制導入を検討



Ⅳ 共通論題「保険業規制と国際的調和」

• 参考資料：保険規制の国際的動向について

• 報告者と論題

①金融危機後の保険監督・規制――背景事情と考え方を中心
に――報告者： 溝渕 彰（香川大学）
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②G-SIIsに関するIAISでの検討状況と本邦保険業界への影響
報告者： 浅見 俊雄 (日本損害保険協会）

③金融規制と企業会計の調和化が保険業に与える影響
報告者： 上野 雄史（静岡県立大学）

④ 保険業規制の国際協調のあり方に関する考察ー保険のリ
スク移転と金融仲介機能に焦点をあててー

報告者： 諏澤 吉彦（京都産業大学）



Ⅴ マクロ経済の動きとその影響

歴史的出来事 マクロの動き
保険業・保険規

制への影響
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１９２９年 大恐慌 大きな政府へ 株価暴落の影響

１９７３年 石油危機
科学技術政策の強化

（サプライサイド）
株価暴落の影響

2007年 世界金融危
機

金融政策の国際協調体
制の強化

規制の国際的調和



Ⅵ 質問

保険業規制の国際的調和が与える影響とは？。
今後、どうあるべきか？

・ 保険契約者利益に対して
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・ 保険契約者利益に対して

・ 保険会社経営に対して

・ 各国の保険業規制に対して
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